
内因性ニトロ化ヌクレオシドの研究  

 

（東北大院生命 1・熊本大院医 2）有本博一 1・澤智裕 2・○斎藤洋平 1・  
Zaki,  Moha mma d Hasan 2・藤井重元 2・田口博文 1・木田恵理子 1・赤池孝章 2  

 

最 近 私 達 は 、 NO の 二 次 シ グ ナ ル 分 子 で あ る 8- ニ ト ロ -cGMP 

(8-nit r oguanos ine 3 ’ ,5’ -cyc l ic  monop hosp ha t e)の発見を報告した 1）。 cGMP の

内因性誘導体として初めての例であり、注目を集めている 2）。  

8 -ニトロ -cGMP は、グルコース飢餓状態における細胞保護作用など母核の

cGMP にはない固有の生理作用を有していた。このことは、詳しく研究され

ているグアニル酸シクラーゼ活性化― cGMP 生成を介する NO のシグナル伝

達とは独立した、あらたな経路の存在を示している。  

そこで、8-ニトロ -cGMP 固有の生理作用機序を検討した。その結果、タン

パク質の Cys-SH 基と 8-ニトロ -cGMP との求核置換反応の存在を見出した。

新規のタンパク質翻訳後修飾であり、我々はこれを“ Protein S -guanyla t ion”
と名付けた。例えば、8-ニトロ -cGMP は、酸化ストレスセンサーである Keap1

の SH 基と反応して、細胞保護効果を示す HO-1 の発現を誘導することが分

かってきた。  

本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 8- ニ ト ロ -cGMP 発 見 の 経 緯 を 含 め 、“ Prot ei n  

S -gua nyla t ion”に関する最近の研究結果を報告する。  
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